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LALA実現に向実現にに向けたロボけたロボけけ ットとしットとして、一て、一

般電源般電源で般電源で稼働し、し稼働し、稼働し、パパソコンパソコン 制御で制御しで制御しなな

がら卓上がら卓上で使えるで使えええ という点という点から、株から、 式

会社デン会社デンソーウェソーウェェェーブの人ブの人協働ロボ協働 ット

「「COBCOBOTOTTA※※（（コボッタコボッタココ ））」に着に着目し、株

式会社カ式会社カ式会社カ式会 サイ製作サイ製作製サイ製作所がシス所がシス所がシスステムインテムインテテムインテテテ

グレーターターとしてーとしててて加わり、33社連携で連 ロ

ボットシボットシステムのステムののの構築をス構築 タートさト せま

した。た

当初は当初は実験の基実験の基ののの 本となる本となる本 薬品の分薬品の分

取計量・取計量・調合作業調合作業作作 ににCOBCOBOTTOTTAの導の導

入を試み入を試みました。ました。た しかし、しかし、使用する使用する薬薬

品には液は液体もあれ体もあれれあれば、粘度ば、粘度の高い半の高い半固

体や粉体体や粉体体もありまりりもあり す。こうす。こうした薬品した薬品のの

特性一つ特性一つひとつにひとつにつに対応して応して適切な器適切な 具具

で決めらで決められた量を量た量量 正確に測測確 りとりとっってて調

合する作する 業をロボ業をロボロロ業をロボットにトに任せるることは

一筋縄で縄 はいきままきませせんでしたた。

そこでそこでそこでで、目をつ、目をつ目をつ目を目をつけたのがたのがけたのが、当社材、当社材当社材料料料

を使用したリチウムイオンンンン電池電池((試験電

池)の性能評性能評の性能評価 す価です。これは研れれこれは研これは研究員が究員が

試作した試 試験電池を一つ一つずつつつ つ装置に

セットしし、データを測定・定・保存するする保 と

いう作業作業いう作業です。す 1回の測定測定測定測 ににに55分ほど分

時間がか時間がかかり、中かり、中途半端な途半端ななな待ち時待ち時待ち待ち時間時間時

が断続的が断続的続的続 に発生すに発生すに発生すに発 るためるためめるため、るた 研究員は究員はは員はは

同時進行同時進 で別別の業別の業で 務に着手し難い状い

況でした況でしたした。こ。このよこ うな繰り返し業務務に

COBOBOBO OOTTAを活用できれば、研究員は員は員員

別の創造別別 的な作業に集中して取り組て取り組組組組むむむむ

ことができ、全体効率化に繋がりますす。すす。

2021年10月より、試験電池の性の性のの性

能評価にCOBOTTAを導入、稼働稼働働さ働さ

せており、11月現在、現在 ヒトに比に比に比に比トに べてべ

COBCOBOTTOTTAは2倍量の検の検検検検査査をこな査をこなしてして

います。今後は検は検検査査作業で査作業で実績をあ実績を績実績

げ、第22ステテテッテップとして当て当当初難渋し初難渋した

薬品の分品の分品の分品の分取計量・量・調合作業調合作業にロボにロボット

を実を実証導入します入しますます入 。最終的。最終的最。 には、製には、製製品

設計に直計に直に直接絡むデ接絡むデ接絡絡 ータのタの収集作業に業業

ロボットロボットトを活用しを活用し活用し、これま、これまでとは異でとは なるなる

価値観で観で研究開発の効率化効率 を目を目指し指指指

ます。ます。

L AL AL （（ラボラトラボラトラ リーオーリーオートメーシーションョン））とと

は、実験は、実験は 室での作作業プロセ業プロセスを自動スを自動

化するこ化することです。とです。20020022年に訪問年に訪問したした

ドイツのドイツの関係先の関係先の先 ラボで、初めて全初めて全

自動のロ自動のロボットシボット ステムをテムを見て衝撃見て衝撃

を受けまを受けま受 した。ヒした。ヒトがやるトがやるとと11カ月かカ月か

かる実験るかる実験る 作業を作業を22日ほどで日ほど 仕上げて上げて

いましたました。以来、。以来、日本でも日本でもロボッロボットがが

普通に活通に活躍する時躍する 代がやって来るだろ

うと想像と想像していましていましたが、したが、数年前に数年前にテテ

レビ番組レビ番組ビビ で料理ロで料理ロボットがボットがチャーハチャーハンン

を作る映を作る映像を見て像を見て、近い将、近い将来、日本来、日本

の研究現の研究現場にもロ場にもロボットがボットが普及する普及する

と確信しと確信しました。ました。

しかししかし、化学メ、化学メーカーのーカーの研究現場研究現場

は工場とは工場と工 違い非定違い非定常の作業常の作業が多く、が多く

自動化は自動化は動動 容易では容易ではありませありません。またん。また、

日本の多本 多本 くのメーのメ カーでは「ロボット

導入によ導入によ導入によ導入によ入 るるL AL がどれだがどがどれだがどれだけ研究効究効け研究効け 率率率

の向上やの向上や省人化に省人人人 寄与するるのか」と

いいっった投資対た投資対効果が厳効果が厳しく求めしく求められられ

ます。ます。

このよこのような中、なうな中、な 非定常の非定常 視点から視点 、

これまでこれまでここれまでの実験のの実験のの実実験の効率化・化効率化・効率化・省人化と省省人化と省人化と

は異なるは異なる価値観を価値観を見出しま見出しま見見 した。注した。注

目したの目したのが、が、AIAI（（人工知能人工知能工 ））ととMI（マテマ

リアルリアルズ・インフインフォマティマティテテ クス：クス AIやビやビッ

グデータグデータなどなどを活用し、新、用し、新、 材料や新材 素材材

の開発をの開発を効率的に効率的に探索する探索する索索 取り組み取り組 ）と

ロボットロボットロボットロ の連携での連携での すす。す。

MII活用の活用の促進には、は進には、は 実験計画実験計画にに

沿沿っってポジテてポジティブィブ（成功成功功功））データもデータもネガネガ

ティブティブ（（失敗失敗））データもデータもももすべてをすべてを収集収集

する必要する必要がありまがあります。ヒトす。ヒト。。 は、研究は、研 のの

効率化の効率化の観点から観 、勘と経勘勘 験によりよ 実実

験点数を験点 絞り込み、ポジテポジテポポ ィブデーィブデ タ

を狙っって作業する傾向が向傾向向 あるためあるため、有有

効なデー効なデ タを見逃を見 す懸念が懸懸懸 ありますます。

そこで、価値あるデータをデデデータ すべて収すべて収

集する作業にロボロ ットを活トトット 用すればば用すれば、、

実験プロロセスそのそ ものを変ものもものを変え、効率率

的かつ加速的に革速的に革速的に革新的なソ新新 リューショ

ンを提供ンを提供ンを提供ンを提供できるとできるとできるとできると考えたの考えたの考えたのえ のです。です。ですす。

LLLAAA（（ ラボラトリラボラトリーー
オートメーオートメーションション））実実現現にに向向けけたた取取取りり組組みみをを教教ええててくくだだささいい

Front Line フロントライン

他社他社他社社と同と同と同じよじよじじ ううなうなな運用運用用用をしをしていてて ては

企企企業企業企企業企業企業業の力力力力力の力の力の力にはにはにはにににはに なりなりなりなりな ませせませませませませせん。ん。んんん

人協人協人協人協働ロロロボボボボッット導ト導入にににに入 よるよるLAAAA化化化で化で

今ま今ま今ま今今まで見でで見で 過過ご過ご過 されされさされてきてききききききたたたた

実験実験実験実実験験デーデーデーーデデーデ タをタをタをタをタを取得取得取得取得取得得ししししし

MIMIM 活用活用をを加を加を加を加を加を 速す速す速す速す速す速す速すするるるる。る。る。るる。

それれれらがらがらが10111000年年年2020年先年先年先先先をを見を見見見据え据ええたた

長期的で的で強い強い競争競 力となととなとななりまりますすす。

ベベテランンラン研究研究究究究員ト員ト
同ジ同ジ同ジ同ジ同 ヨウヨウヨウヨウニ判ニ判ニ判判ニ判判断シ断シ断シ断シ、、、
行動行動行動デキデキルコルコルコト。ト。
ソレソレレガガヒトヒト協協働協 デスデスス。。。

LLLLLLAA化化はは33ステテテッッップププ、、いいいまま最最最最初のの一一歩を踏踏みみ出ししままししたたた

投資投資対効対効果と果とはは
異な異なる価る価値値

̶̶AI/MIと連携 ̶

いまははシーケンスケンス（プログラムラムラムムム））でで、決ま決ま決まっ
た動ききしかできないが、今今今後は今何後は今何後は今何をしてをしててをし
いるかかAIが理解しながら作が 業を行う業を行う。

橋本橋本 賀之之賀之
執行役員執行役員員 研究本部長究本部長究

人協人協人協協協協働ロ働ロ働ロ働 ボッボッボッボットトトト
「COOOOBBOTTTAA」」をを

実証実証導入導入

■■研究員研究員研究研 とロボとロ ットが協働する仕組組みみ
収集され収集され集集 なかった実験データなどを
LALALA化により化によりより化化 補完して補完して補完して、新たな、新たな、新たな発見や発見や発見や
より深い深り 理解に繋理解に繋理 げるげる

※※COBBOTTAはデンソーソ の登録商標です。
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